




 

 患者は年数の経過と共に身体の著しい変型、拘縮を表わし、又障害度も進行

する。それに随伴して、体型も肥満する場合あるいは、るい痩する場合もある。

そのため入浴介助、設備等に問題が生じて改良の必要を来たした。そこで当川

棚病院筋ジス病棟における過去の浴場の改善の経過をのべ、さらに現在の浴場

の問題点、さらには将来の改善すべき点について検討したので報告する。 

 図(1)は 47 年開設当時の浴場であるが、開設直後も全体的にせまく、介助者

が活動しにくく、危険性があり、患者も落付いて入浴出来なかった。 

 さらに洗い台が少く床に患者を坐らせて清拭するので介助者は中腰となり苦

痛であった。浴槽の深さが 40cm で大人の腰ぐらいで又成人患者でよく温たたま

らない点などもあった。浴槽内に 3～4名しかはいれず時間的にもロスがありス

ムーズにはかどらなかった。 


